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(2) 

最近の地方財政i立、読ましい社

会経済係書与の中で、賞者放の磯l自:
化が滋んでいると意書われていま

すが、手ょたちの絞る草子市の総数

:土、いったいどのような状児島な

の勺しょうか。

総月 1-16告発行

し
い
鵠

度

酬明如刊

ω紙
・
由
民
的
災
孫
子
市
財

政
は
、
か
つ
て
な
い
漆
刻
な
局

面
白
を
迎
え
て
い
ま
す
。

昭
和

ω年
度
ま
で
は
削
閥
的
滋

波
紋
済
成
愛
政
策
に
よ
号
‘
宮
市

貼
間
数
も
糊
糊
潮
闘
な
抽
附
び
を
示
し
て

き
ま
し
た
が
、
削
哨
制
刊
同
州
知
十
度
に

歪
つ
て
は
間
関
内
総
務
割
前
約
抑
制
政

繁
か
ら
不
況
'
イ
ン
フ
レ
め
彩

絡
を
受
け
‘
市
町
棋
や
縦
方
交
付

制
悦
な
ど
収
入
内
大
市
中
な
落
ち
込

み
が
子
総
卸
寄
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
‘
滋
中
市
は
人
口
品
息

地
絶
滅
で
あ
る
た
め
‘
間
ぬ
榔
鳳
ゑ

機
内
総
識
に
よ
る
教
育
総
絞
め

蹴
航
機
紋
充
や
環
境
出
期
生
議
設
の

純
比
隣
開
あ
る
い
は
磁
釜
山
行
政
の
充

実
在
ど
都
市
と
し
て
的
行
政
議

擦
が
ま
す
ま
す
治
大
し
て
き
ま

し
た
。噂

切
れ
ら
に
対
応
し
て
事
業
を

世
内
総
し
て
暴
た
総
巣
、
後
説
明
負

担
行
為
に
よ
る
郷
市
開
縁
側
組
公
社

お
よ
び
土
地
問
開
発
公
校
へ
の
広

務
縄
問
滋
液
や
地
方
銭
的
湾
料
金

約
俄
淡
、
苦
ら
に
、
保
育
所
内

問
開
設
な
ど
新
総
務
品
織
に
よ
る
運

営
費
出
義
務
釣
後
終
的
機
仰
が

市
財
政
を
一
注
進
し
て
お
り
、
鍛

え
て
間
関
問
委
径
事
務
や
繍
叫
附
議 の

畿
に
お
け
る
緩
過
負
担
が
財
政

機
滋
ル
ぬ
を
滋
め
て
い
る
係
国
間
と

昔
日
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
印
年
度
時
制
緩
予
約
…
机
脱

会
対
則
的
財
政
状
滋
H
H

次
的
と
お

9
で
す
。

寸
t
j
i
3
5
}
i
J

…
議
入
品
…

務
税
収
入
M
M
‘
予
察
側
曲
二
五

億
八
千
二
百
万
閉
門
に
対
し
、
収

入
見
込
額
二
三
億
ス
千
二
務
湾

問
門
と
一
一
絡
み
ハ
千
万
円
ほ
ど
の
紋

予審まはま謹えるいっぽう......支u;いがttしい会射線

入
品
附
が
予
恕
さ
れ
て
い
ま
す
。

絡
に
、
山
市
民
税
町
、
フ
ち
土
均

時
一
誠
液
一
附
拙
押
川
川
崎
昨
年
度
的
綾
終

調
桝
定
額
三
臨
時
x
z
g双
方
向
に
対

し
、
本
年
度
内
線
笈
蛸
酬
は
一
機

一
千
六
一
臼
万
阿
と
お
%
に
滞
情
ち

込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
宮
市
間
内
総
淡
人
分
も
昨
昨

年
度
の
最
終
潤
桝
{
沌
州
側
…
附
間
七
千

附
悶
否
万
m
円
に
対
し
、
小
中
年
禅
問
滅

的
胤
相
側
八
千
五
百
万
円
と
八
手
丸

谷
万
m
門
へ
幻
%
ザ
め
洛
ち
込
み

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

務
局
、
市
民
税
総
人
分
的
特

別
刺
激
収
や
回
定
資
産
税
な
ど
の

減
収
分
を
考
獲
し
て
も
、
前
統

的
と
お
ザ
コ
捕
時
六
千
万
悶
ほ
ど

収
入
減
が
子
細
仙
寺
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
基
泌
総
仙
紙
輪
開

製
談
が
ん
前
年
度
に
比

L
ぬ
劣
と

楠
伸
び
な
が
ら
も
、
基
準
絞
殺
収

入
組
聞
が
総
一
%
も
抽
伸
び
た
た
め
、

予
算
額
九
脚
部
蕊
千
万
仰
に
対
L

絞
入
目
作
込
額
九
掛
略
的
門
と
草
刈
千
万

m
門
的
不
足
が
ゑ
と
て
い
ま
す

φ

ま
た
、
附
闘
機
支
出
金
お
よ
び

県
支
出
会
泳
、
機
蜘
融
緩
織
あ
る

い
は
中
え
世
帯
・
に
よ
り
、
油
開
腕
期
金

双
子
万
m
門
の
減
税
が
問
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

一
中
々
、
収
入
婚
と
し
て
晃
込

ま
れ
る
も
の
は
、
鶴
間
年
度
繰
越

念
一
億
九
千
一
一
道
官
H

肉
と
、
開
内

側
間
金
殺
の
宅
品
地
途
成
に
か
か
る

公
然
魚
崎
粧
品
現
一
態
向
な
ど
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
手
繁
盛
採
で
は
絞
入
増

減
遊
間
引
き
い
た
し
ま
す
と
宅
一
一

蹴
郎
大
子
百
万
円
円
絞
入
時
間
と
な

る
箆
込
み
や
、
す
。

「
利
引
U
U

支
出
向
機
と
し
て
制
見
込
ま
れ
て

い
る
主
な
も
の
は
、
総
務
質
に

お
い
て
都
市
建
設
公
設
お
よ
が

ゃ
ん
泌
総
発
公
祉
の
玄
欝
鯵
行
楽

敷
市
胤
拙
間
金
…
的
時
三
千
九
百
万
円

を
は
じ
め
、
臨
的
余
演
の
4
4
人
医

療
費
扶
貼
朗
九
百
M
V
品
数
万
問
主
党

童
手
翁
九
否
万
円
が
自
凡
刊
誌
ま
れ

事
ら
に
、
緩
一
戸
保
育
湿
の
間
開
設

に
然
、
フ
後
邸
時
的
検
湾
総
の
ほ
か

人
事
除
勧
制
告
に
よ
る
戦
災
払
知
的

機
柑
閥
抗
宵
と
し
て
m
m
千
七
吾
万
閉
口

ほ
ど
の
支
出
耐
泌
が
倒
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
e

こ
れ
に
対
し
て
支
出
副
総
と
し

て
鞘
迄
ま
れ
る
も
の
に
は
、
土

木
被
内
縦
士
叩
叫
削
機
街
路
用
地
買

収
繋
六
千
万
仰
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
図
療
機
軸
酬
の
機
幼
が
後

ら
れ
な
い
こ
と
を
ど
か
ら
務
畿

を
悶
見
合
わ
せ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
阪
制
N
U
思
議
官
帯
業
輯
材
開
刷

会
計
へ
的
機
山
刷
会
も
事
粂
認
可

め
遂
れ
等
に
よ

qaa千
五
…
政
万

閉
門
的
支
出
減
が
目
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。臨

問
中
山
蜘
闘
で
は
、
成
-e

加
員
沼
流
域

下
水
道
術
学
緩
和
践
約
千
…
闘
万
m門や

ご
み
処
澄
汚
染
防
成
工
務
櫛
純
一

千
八
笈
方
mn
な
ど
が
支
出
掛
組
側
と

し
て
え
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
予
憶
仲
℃
は
、
支
出
増
減

差
別
引
き
い
た
し
ま
す
と
双
子
七

蕊
万
円
の
支
出
場
と
な
号
、
子

終
ん
晶
体
で
は
歳
入
予
算
に
お
け

る
収
入
総
一
一
慾
六
千
百
万
円
と

を
会
わ
せ
ま
す
在
一
一
一
際
一
千
八

百
万
門
的
対
漆
不
服
と
な
る
こ

と
が
渓
残
酷
聞
で
は
予
怒
さ
れ
て

い
浄
土
す
。引

配
的
)

P
E
E
t
-
i
t
i
I
t
s
-
d
b
 

市
は
こ
の
鈴
綴
不
足
的
対
策

を
い
ろ
い
ろ
品
制
約
し
、
財
政
再

縫
全
ル
胞
を
問
問
る
た
め
努
力
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
級
入
…
閥
で
は
‘
務
総
収

入
を
閣
時
出
陣
す
る
た
め
に
現
年
課

税
分
は
も
と
よ
号
、
嶋
崎
約
繰
越

分
的
徴
収
率
?
ヅ
プ
を
め
智
す

と
と
も
に
、
同
国
定
安
感
判
明
に
お

い
て
は
、
税
負
授
の
公
平
と
い

う
綴
ぶ
か
ら
糸
線
餅
家
盤
的
一
帯

儒
を
ゑ
曹
、
問
問
援
資
総
綴
と
却
制

+
用
計
開
出
判
明
と
を
合
わ
せ
双
子
制
問

蕊
方
向
の
収
入
掛
唱
を
出
期
し
て
戦

雑
綿
密
滋
め
て
い
ま
す
。

支
刷
機
に
お
い
て
は
次
の
と

お
り
経
臨
時
を
お
総
し
、
支
出
を

綴
カ
お
さ
え
て
い
き
ま
す
。

帆
付
に
、
総
件
費
は
当
初
予
察

に
お
い
て
齢
幅
十
皮
肉
ぬ
%
強
を

昭和問年鹿撒入歳出決算見込状涜

t竺士コ歳期予算額
.61儀 57百万円

盗塁ヨ支出免込額

鯵 62億 14磁万円

ヒ=コ綾入予算額
時制緩57百万円

収入見込綴

噛 58償96百万円

削
削
減
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た

が
き
ち
に
殺
し
く
切
9
絡
め
て

い
き
ま
す
む

災
体
的
問
に
は
、
抽
出
耗
為
的
鰍
購

入
を
本
年
度
は
見
合
わ
せ
る
こ

と
。
出
闘
機
は
附
開
策
関
T
陪
出
品
臨
時
範

箇
市
内
に
自
殺
す
る
と
と
・
光
熱

水
質
は
必
要
最
少
絞
め
使
閣
に

と
ど
め
る
と
と
(
昼
休
み
は
後

灯
)
な
ど
綴
締
慨
を
凶
っ
て
い
ま

50 

ホ

土

事費

教

育

草壁

総

理事

資

民

主主

章者

生

3事ま

資

公

{践

撃を

そ

グ〉

f串

?時

章者

事費

i奴

兄、

グフ

世且

総

f社

干官

宅延

す。
ま
た
桑
知
閉
会
や
徽
励
金
川
抽
出
円

容
を
十
分
検
討
し
た
う
え
で
交

織
し
ま
す
。

本
艦
購
蜘
拭
に
つ
い
て
は
議
効
率

業
・
出
平
総
務
総
を
間
関
わ
ず
事
業

内
容
の
洗
い
滋
し
と
議
制
閣
に
よ

呼
品
執
行
す
る
子
溶
明
、
す
e

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も

こ
の
例
キ
に
な
〈
厳
し
い
対
数

状
況
に
対
絡
す
る
た
め
に
は
、

支
出
を
緩
カ
お
替
え
、
財
務
的

確
保
に
努
め
な
け
れ
ば

hU9ま

せ
ん
。世

期
臨
耐
の
み
な
き
ん
に
は
こ
の

申
削
除
殺
の
状
況
を
ど
選
制
貯
の
う

え
、
よ
ろ
し
〈
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
ヲ
お
願
い
出
甲
し
晶
げ
ま
す
。



(3) 50. 10. 1 1:} 援護

財
政
危
機
の
肉
情
を
み
る

え
る
人

そ
れ
て
は
、
こ
こ
で
人
口
ふ

域
浴
後
と
い
う
特
殊
な
織
地
刊
に

授
か
れ
た
油
開
知
子
市
除
勧
以
内
推

符
長
、
日
時
休
的
な
数
字
を
同
品
企

が
ら
、
過
去
を
ふ
り
返
り
与
え

て
日
比
ま
し
ょ
う
a

械
部
一
設
は
、
人
口
と
生
徒
数

的
地
綴
状
況
を
治
し
て
い
ま
す
。

ニ
的
淡
か
ら
み
る
と
、
人
口
、

食
後
数
と
む
し
昧
年
間
M
M
持強帥嶋市党

に
培
え
て
い
ま
す
。
勿
潟
、
こ

の
檎
放
の
要
回
附
拭
、
民
間
等
の

山
右
池
同
開
発
に
よ
る
弘
立
会
抽
唱
と
い

わ
れ
る
も
の
で
‘
苛
め
た
め
、

当
然
的
事
な
が
ら
、
教
点
目
時
棚
例
制
、

道
路
宅
公
閥
、
下
水
叫
泌
総
級
車
寸

丹
念
〕
市
街
渓
峨
絞
め
的
皿
機
を
附
凶

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
的
役

資
制
酬
は
、
楽
大
な
側
酬
に
の
ぼ
コ

て
い
ま
す
。

情
梢
・
一
義
は
、
そ
の
楽
を
一
市
し

て
い
ま
す
。
予
算
制
酬
は
、
門
別
与

を
料
開
い
て
喰
国
円
高
波
紋
艇
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
確
実
な
品
開
び

を
一
市
し
芝
い
ま
す
。
そ
し
て
子

務 1愛人口及び生徒数のま議加の状況

に
覇
苦
八

非
常
に
策
閣
官
で
あ
る
と
一
一
一
日
間
え
ま

年
伎
の
業
制
加
な
建
設
定
干
縁
者
挙

げ
て
A
ま
し
た
が
、
与
年
度
と

ち
増
築
、
議
議
に
追
わ
れ
て
い

る
校
総
で
す
α

札
制
と
人
件
付
朝
拭
〈
牧
村
践
的
問
〉

移
を
%
で
み
ま
し
ょ
う
@

市
以
内
サ
ー
ビ
ス
内
向
上
と
住

民
生
治
的
公
定
的
な
発
援
を
間
関

る
た
め
に
は
、
お
然
、
人
口
増

仁
見
合
っ
た
機
内
珂
を
髭
澄
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
、
拙
判
け
H

数
に
お
い
て
も
、

そ
の
人
数
以
議
実
に
愉
唱
え
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の

級
民
数
的
犠
線
内
内
容
を
銃
る

と
、
川
間
防
以
内
様
変
化
を
佼
後
し

て
、
一
時
税
事
務
総
の
総
用
は
、

出
来
る
以
り
見
合
せ
、
俊
民
生

日
間
に
直
悼
世
間
関
淡
ず
る
、
州
問
叫
時
総
ザ

円
械
設
関
係
お
よ
び
、
抑
制
以
抑
制
問

の
や
り
く
り

算
に
し
rH
め
る
後
山
政
事
業
資
は
宅

各
略
的
予
算
制
酬
の
ほ
ぼ

5
湖
近

〈
を
よ
口
め
、
人
川
M

楠
哨
に
対
応
し

て
、
魚
川
的
関
関
連
他
殺
の
綴
織
に

滋
ぷ
的
な
政
策
が
取
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
…
…
小
し
て
い
る
と
液
え

る
て

L
ょ
う
。
そ
の
ゆ
で
ち
特

い
い
、
教
育
泌
総
へ
の
投
資
制
制
は
、

川
崎
与
で
は
、
建
設
市
併
殺
校
内
誌

は
半
分
を
お
め
‘
そ
の
的
地
の
年

度
で
も

3
刻
か
ら

4
紛
を
お
め

て
い
ま
す

a

呈
徒
数
抑
制
咽
泌
に
対
応
す
る

た
め
に
教
室
を
冷
や
し
た
り

ブ

i
ル
や
休
刊
符
随
時
を
山
崎
て
た
り
、

間
川
仙
泌
を
健
保
?
る
た
め
に
、

・
叫
ん
な
お
金
一
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
良
く
お
わ
か
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
e

参
考
ま
で
に
、
各

増
大
す
る
建
競
合
社
の
事
業

以
上
が
い
わ
ゆ
る
市
子
察
に

お
け
る
タ
校
関
係
の
投
資
料
開
で

す
。
し
か
し
‘
務
し
い
人
口
増

加
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
が
校

内
初
松
市
を
行
っ
て
き
て
も
、
間

に
合
わ
な
い
の
が
現
実
の
以
前
に

援各年度とも翌翌年内4月1日没在

一 般企 針 決算額及び襲撃設費の推移

在
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も

小
明
子
総
で
件
、
ま
か
な
い
き
れ

な
い
ほ
ど
の
学
校
を
議
て
古
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伐
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茂
か
ら

間
開
始
寺
れ
ま
し
た
が
、
そ
的
和
十

で
づ
一
校
、
七
比
抱
一
一
千
万
、
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。
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迷
設
公
役
い
い
将
之
、
総
満
期
災
担
の
然
消
籍
、

よ
る
立
体
肱
略
行
方
式
は
喝
そ
の

M
闘
と
総
討
の
滋
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検
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。
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節
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節
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叫
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又
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仁
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燃
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縁
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叫
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。
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。
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、
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反
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を
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ら
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憾
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踊
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仁
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叫
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れ
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叫
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収
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司
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融
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熱
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滋
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激
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。
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緩
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縫
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縫
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茸
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終
的
機
警
も
一
一
、
隣
得
に
よ
る
支
給
料
制
限
終
的
診
幅
削
書
を
添
え
て
MM
月

約

附

し
〈
は
臨
閉
校
又
は
綴
鵠
閉
め
受
給
者
本
人
的
所
得
又
は
仲
間
ま
で
に
総
従
事
務
所
へ
糊
搬
出
や
し
附

障

害

が

重

機

す

る

場

合

で

緩

義

務

者

の

所

得

的

状

況

に

よ

て

下

さ

い

り

制

あ
っ
て
、
そ
の
校
総
が
苅
っ
て
綴
栓
手
出
主
的
支
給
的
縦
波
絡
し
く
は
、
我
孫
子
市
一
総
社
船

各

号

と

附

問

糾

明

度

以

上

と

紛

舶

が

島

号

ま

す

。

挙

務

所

総

経

係

へ

附

め

ら

れ

る

絞

般

的

人

。

…

、

受

給

綴

及

び

交

総

発

〈

巾

内

線

2
2
9
)

削

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
に

守

草

主

義

さ

れ

ま

せ

特

別

児

童

扶

養

手

当

の

問

問
問
語
れ
わ
れ
げ
。
支
給
範
囲
が
広
が
り
ま
す
山

脇

陣

幾

年

金

(

帥

陣

殿

内

総

祉

年

間

間

金

者

協

棉

〈

て

厚

生

年

金

二

級

〈

中

波

〉

↑

万

…

…

千

m門
抑

制

昨

険

法

に

蒸

づ

〈

絡

寄

与

身

体

惜

拝

客

単

骨

子

制

収

、

療

育

4
T

附

念

、

附

品

給

法

に

議

づ

く

橋

絞

め

級

友

殺

で

談

議

寄

れ

る

ち

附

加

恩

給

、

淑

子

爆

熊

被

燥

に

は

四

四

人

域

判

期

金

さ

し

あ

げ

ま

捌

お

に

糾

問

す

る

嶋

村

総

後

畿

に

す

a

総

開
問
す
る
法
律
に
慕
づ
く
Ar

〈
わ
し
く
は
、
係
ま
で
お
問
問
臨

検

手

当

等

時

給

付

を

受

け

い

合

せ

下

幸

い

。

削

る

こ

と

が

で

き

る

と

き

。

制

問

後

事

務

一

駒

田

培

匁

Mm
〈
同
出
)
山
川

向
島
明
然
瞬
時
申
齢
者
更
生
時
税
地
問

1
1
5
1内
線
E
4
S

制

国考会議裁は， 9 11 24日~

1011 5日までに行われます。

この英語関内lこ

e言潟重量均三行われなかったち恥

@媛獲して調奈が:fTわれた

11。
がおりましたら必ずご連絡

ください。

1E:図議広報統計{系

⑧82…1151内線276

会員調査聖書は

泉ふンピツマ記入ください。

冷したり，折った i)¥丸めたり

しないようにして〈ださい。

1をおおiこも線変粟が自己られたでし

ょうか。忘れずに記入してくだ

さい。

交きょうから調議資が主義めlこ係い

ます。国勢調査
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y
t
p
 

酬
醒
」
震
動
隊

J

M
山
山
川
蝉

?
晶
臨

F
翠
制
山
山
判

…
一
一
一
一
一
一
一
一
間
同
一

…
一
一
一
一
一
正
一
一
子
主
一
一
一

凶

問

。

E

…有・
1

術

向

た

い

山

制

つ

FSJ

問

ま

嶋

叫

し

繍

問

〉

て

町

》
:
;
;
…

M
M
え

本

〈
引
い
引
計
2
f
j
.
…
一
切
鴇

翻

軒

以

吋

軒

、

説

…

お

は

げ

リ

明

党

総

会

を

霊

す

る

吋

と

声

け

。

認

す

山

清

十

主

主

…

ん

売

セ

主

品

摘

。

会

後

は

き

ち

O

判

記

mm
級

紙

た

だ

し

、

会

費

は

総

会

開

問

提

出

向

《

制

御

倒

的

当

日

(

十

一

塁

字

ぎ

問

f

に
会
場
で
砧
納
入
し
て
下
き
い
，
一
向

仁

川

ほ

時

凶

器

;

(

主

襲

警

附

i
j
i
l
-
-
-

喜
峯
苦
言
縁
悲
喜
意
義
務
幸
義
務
幸
喜
務
総
事
事
録
襲
撃
事
γ

喜
塁
手
形
マ
ギ
事
室
長
-
雲
霊
祭
場
警
護
憲
機
嫌
糊

a
f鶏

~ct

同
月
2
S

掛

布

、

炉

対

国
議
貸
出
開
始
吋
…
議
機
バ
ベ
ー

:

j
き

高

雪

量

火

:

ヂ

畑

一

刊

町

、

謂

川

い

一

一

段

土問哨口以内
M

叫
吋
か
ら
4
時
間
山
山
相

1
…

w

数
%
点
隊
一

八
方
ま
で
e

附
:
隊
長
髪
野
被
鱗
選
総

会
い
翁
日
り
か
た
品
取
い
知
に
川
搭
ザ
糊

ι十
腕
何
回
議
同
怖
い
い
一

る
時
吋
に
申
込
婿
言
葉
争
中
楠

l
i
l
l
i
t
l
i

の
住
所
と
氏
名
を
続
人
し
附
牛
芳
則
叫
〈
醐
股
婦
向
次
予
よ
り
絞
る
る

て
下
さ
い
@
〈
仲
間
所
を
昨
階
級
…
同
級
山
躍
の
一
…
際
も
み
ぢ
を
寺
き
が
け
て

で

与

る

も

町

を

持

参

)

附

寮

K7γ
丹
波
り
ど
こ
ま
で
夜
港
内
灯

二
時
間
同
か
ら
は
、
何
も
議
酬
郊
だ
れ
的
変
そ
れ
ぞ
れ
に
深
hv
欲

か
ず
に
自
留
に
借
り
ら
れ
柑
く
す
の
実
的
は
げ
し
く
滋
ち
る
校
内
総

ま

す

。

制

せ

部

付

染

判

官

議

後

会
災
総
数
一

mM山
冊
山
町
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
醐
脱
線
の
秋
は
淡
い
。
牛
努
的
欽
軒
長

中
央
公
衆
際
問
問
醤
変
酬
い
削
刊
に
、
澄
み
き
っ
た
秋
開
酬
が
見
え
る
よ
う
に
捕
は
り
満
期
ぎ

へ削叫

)
3
S
1
1

酬
て
申
く
。
ま
つ
か
な
日
没
が
緋
摘
し
ま
れ
な
が
ら
秋
終
的
手

山
明
治
が
故
事
れ
て
ゆ
く
e

(5) 

現
枝
、
市
災
者
中
心
と
し
ー

愉
』
れ
に
中
市
教
育
委
員
会
市
皮
綴

警
を
市
史
綴
熱
愛
塁
手
協

カ
し
て
我
孫
子
町
際
交
を
研
究

す
る
開
山
体
H

我
孫
子
市
市
民
研
究

セ
ン
タ
ー
久
仮
紘
〉
の
設
況
が

滋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

油
消
M

悌
子
市
は
品
単
途
守
線
中
巾
化

合
車
両
棋
で
、
こ
れ
ま
で
的
水
と

終
的
姿
が
日
々
に
犠
佃
舗
を
変
え

つ
つ
あ
ゆ
ま
す
。
そ
う
し
た
今
、

市
民
に
と
っ
て
我
孫
子
的
経
史

を
い
知
る
と
い
う
こ
と
は
火
山
W
主

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
が
様
々
を
立
場
や
間
見

方
を
と
り
な
が
ら
、
専
門
研
究

設
も
ま
ヒ
え
て
刊
紙
い
に
協
カ
し
、

我
孫
子
的
歴
史
を
附
明
ら
か
に
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
a

ま
た
‘

そ
丹
な
か
ぜ
各
自
の
後
史
描
世
嗣
帥

も
絡
め
よ
う
と
宇
る
も
の
ぞ
す
ロ

会
の
滋
滋
に
つ
い
て

会
的
遂
営
は
滋
営
委
員
会
が

行
い
ま
す
。
運
営
疑
問
問
(
立
総

会
議
‘
地
阪
地
官
民
、
ム
荷
札
制
、
研

究
規
則
会
代
表
)
同
同
会
開
貝
か
ら
渓

ば
れ
ま
す
。

研
究
に
つ
い
て

会
員
は
五
つ
の
研
究
総
会
(

池
波
・
椛
蹴
史
a

同
町
俗
守
文
化
時
間

・
美
術
建
築
)
の
ど
れ
か
に
参

加
し
ま
す
。

A

俊
民
は
部
会
的
な

か
で
専
門
家
的
緩
燃
と
土
滋
に

絡
し
い
方
々
の
協
力
を
お
附
問
い

し
て
、
資
料
を
帥
持
品
附
し
た
号
胤
附

会止ま

党
し
た
守
し
ま
す

omえ
ば
‘

地
理
情
綴
会
そ
は
総
勢
や
食
品
明
の

分
布
な
ど
を
。
臨
叫
史
郎
会
で
は

古
文
綴
務
査
や
開
聞
き
取
り
を
滋

し
て
村
や
際
的
変
遷
と
託
金
援

滅
的
機
移
を
研
究
し
ま
す
。
削
民

俗
総
会
で
は
古
乏
か
ら
普
か
ら

の
風
俗
珊
開
榊
闘
を
開
聞
き
取
っ
た
り

し
ま
す
。
文
化
財
部
会
で
は
市

緩
や
住
総
統
や
竣
批
そ

t
て
石

鮮
な
ど
の
潟
*
施
。
説
内
術
総
綾
部

会
で
は
愉
押
投
打
出
関
や
畿
一
路
な
ど

の
務
査
句
ま
た
、
議
液
A

慌
の
間
開

催
ゃ
ん
獄
中
総
・
研
究
報
告
薬
師
燃

料
刊
な
ど
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
期
由
民
咽
欄
纂
と
の
協
力

市
史
時
明
党
セ
ン
タ

i
は
泰
史

緩
幾
へ
の
協
力
}
縮
刷
訓
告
す
る
こ

r新しく在った殴善事塗iこl草、本がいっぱいoj

野寄金事費

躍鶴本調かち選べ豪す

と
を
磯
山
県
呆
に
隠
っ
て
い
ま
す
。

市
教
育
佐
官
災
会
は
、
中
市
史
研
究

々
ン
タ

I
A
W
滋
品
開
と
防
総
と
協

力
を
す
る
こ
と
は
滋
史
編
纂
を

よ
り
稔
り
あ
る
も
の
に
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
史

研
究
々
ン
タ

i
肉
体
悼
み
ぷ
冊
中
措
捕
獲

闘
丹
念
丹
事
務
隠
は
市
教
符
委
員

会
市
中
九
機
築
塗
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。

入
金
の
由
甲
ぬ
み
は

我
孫
子
の
滋
史
を
少
し
で
も

知
り
た
い
と
添
わ
れ
る
中
々
は
お

史
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
ど
参
加
下

さ
い
。

。
申
込
み
先
と
問
い
合
せ
銭

我
孫
子
市
教
務
委
翼
ム
}
州
市
究

開
閉
纂
綴
我
孫
子
市
我
孫
子

八
五
八
電
話
〈
八
…

五
一
市
内
線
二
九
七

ー
我
孫
子
に
下
車
し
て
も
、

駅
弁
を
脚
内
っ
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
な
釈
弁
を
つ
く
号
た
い
J

と
滞
る
松
崎
幸
ん
は
喰
品
判
時
怖
子

総
務
的
弥
生
軒
町
口
札
制
叩
き
ん
で

品
品
。出

出
下
簿
一
間
他
的
総
で
品
開
ら
れ

て
い
る
弥
生
軒
の
弁
滋
も
議
近

で
は
、
一
日
に
相
川
l
m剖
枚
丹
市
知

れ
浄
器
だ
@

菩
び
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
が

上
野
か
ら
初
ム
河
内
然
資
で
は
、

議
終
と
も
議
え
る
と
闘
機
的
さ
ん

は
、
割
引
実
を
す
な
お
に
目
見
つ
め

て
い
る
よ
ヲ
だ
a

磯
崎
さ
ん
的
子
ど
も
の
犠
に

は
絞
殺
子
絞
に
待
合
由
換
が
あ

号
、
冬
に
は
そ
こ
に
ス
ト

i
プ

が
融
制
え
て
、
開
肌
故
前
向
子
ど
も
途

が
、
ス
ト

i
プ
の
緩
り
を
、
わ

が
も
の
額
に
選
ザ
ま
わ
っ
て
い

た
と
時
師
、
三

汽
爆
が
崎
臨
』
単
に
絞
り
、
釈
も

人
も
変
っ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ベ
ん
と
お
i
」
寸
べ
ん
と

お
l
」
と
宛
号
歩
く
江
光
内
声

も
ぬ
か
れ
な
く
を
っ
て
も
う
久

T
し
、
.
6

今
で
は
、
中
小
l
ム
詞
筏
底
的

片
隅
附
に
四
曜
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
叙
弁
象

と
れ
も
時
的
流
札
、
紋
弁
へ

の
臨
時
燃
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
世
間
人
と
し
て
の
冷
静
な

窃
で
、
時
吋
代
的
流
れ
に
判
断
闘
を

〈
だ
し
て
い
る
継
続

さ
ん
。弥

生
粁
で
は
、
、
都
中

カ
的
奴
弁
か
ら
立
喰

い
そ
ば
に
焦
点
を
あ

わ
せ
て
党
議
し
て
い

る。
同帆弁
M
M
、
泌
総
町
山

停
か
ら
幻
縁
関
ま
守

山下陸軍絵師絵が
使令す1ている垣敏

長
泉
平
成
問

筏

辺

き

み

佐

縁

側

州

滋

本

あ

い

太
閤
財
務
手

ミ
誌

要
員
ー
多
義

J
F
F
5

馨
鱒
A
W

鰻

一
自
は
、
余
州
問
一
い
っ
せ
い
に

閉
国
勢
欄
間
査
が
行
な
わ
れ
ま
す

6

附
国
勢
調
畿
は
、
全
日
側
、
抑
制
道
府

娘
、
市
区
町
村
刊
の
人
口
め
火
き

さ
や
、
そ
的
様
成
世
間
明
ら
か
に

し
て
、
隠
は
も
ち
ろ
ん
線
道
府

爆
や
常
任
町
町
村
的
地
級
社
会
に

遊
接
む
す
♂
つ
い
た
持
政
、
絞

殺
に
役
立
つ
資
料
を
得
る
た
め

に
爽
織
す
る
も
の
ぞ
す
。

こ
の
絞
殺
で
得
ら
れ
た
男
女

別
、
年
齢
別
、
品
閣
業
刻
、
糊
制
裁

削
剥
な
ど
の
人
口
、
役
務
に
開
閉
す

る
炎
料
は
、
附
闘
や
地
方
公
共
聞
出

体
に
お
け
る
社
会
的
抑
制
隔
栓
対
策

労
働
カ
幾
総
計
画
、
各
機
的
地

域
齢
制
副
聞
な
ど
の
立
裳
に
と
っ
て

役
忽
ち
ま
す
。

昨
年
は
、
ん
!
?
ニ
ア
で
世

界
人
口
会
議
が
関
開
催
さ
れ
、
品
枇

欄
介
入
口
町
線
発
的
場
加
に
つ
い

て
討
議
き
れ
ま
し
た
。
わ
が
衝

で
も
食
料
、
資
制
師
、
逃
府
首
、
‘
泌

が
ピ

i
ク
で
あ
コ
た
。
品
現
陥
闘
が
あ
ふ
れ
で
い
る
よ
う
だ
州
裁
‘
老
人
綴
栓
問
問
問
、
付
門
家
族

噛
品
を
酬
附
け
、
小
滋
ワ
に
か
け
っ
た
。
叫
犯
な
ど
の
間
間
期
に
対
す
る
晴
雄
切

答
る
お
と
さ
ん
の
チ
か
ら
、
弁
様
組
問
き
ん
の
自
に
は
、
い
つ
仰
な
始
祖
績
を
行
う
た
め
に
も
、
今

泡
を
受
け
取
る

9

か
的
問
μ
か
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